
男 	25,191人 

女 	26.952人 

市 の 人 口 

52,143人 

広朋こ巨かわら 

① 	 （昭和33年9 月10日第 3種郵便物認可） 

へ 

し
 

' 

名
実
と
も
に
日
本
一
の
、
大

ダ
イ
コ
が
当
市
に
誕
生
し
ま
し

た
。
 

市
内
金
山
出
身
で
、
東
京
都
 

世
田
谷
区
に
住
む
貸
し
ビ
ル
業
、
 

高
橋
昭
夫
さ
ん

（
四
八
）
が
市

に
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
大
ダ
イ
コ
は
、
北
海
道

産
の
大
牛
の
皮
を
な
め
し
た
も

の
で
、
直
経
が
三

・
二
四
野
、
 

高
さ
四
・
六
冒
、
重
さ
約

一
 

七
ブ
の
台
車
が
付

い
た
超
大
型

タ
イ
コ
で
す
。
 

秋
田
杉
の
ま
さ
目
が
美
し
い

胴
体
は
、
延
長
約
四
百
肩
の
ロ
 

ー
プ
で
締
め
て
あ
り
ま
す
。
 

日
本

一
だ
っ
た
秋
田

‘
鷹
巣

町
の
直
経
三

・
 
八
冒
を
上
回
 

り
、
ま
た
青
森
市
の
三

・
一
一一

屑
よ
り
大
き
く
、
前
後
の
両
面

上
下
で
十
六
人
が
バ
チ
を
打

つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

市
で
は
、
近
く
市
庁
舎
前
お

ま
つ
り
広
場
で
幼
稚
園
児
や

一

般
に
公
開
し
ま
す
。
 

1部 8円 	 〔毎月 2 回・1日・15日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

403号 

昭和52年 7月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,080 

（昭和52年 6 月1日現在）住民基本台帳から 

、 

“
で
っ

か
い
な
あ

）
 

日
本

一
の
大
ダ

イ
コ
誕
生
 

叫、 



木
造
建
築
物
の
大
敵
と
し
て
恐
れ
』
、
 

れ
て
い
る
“
や
ま
と
し
ろ
あ
り
）
の
被

害
が
、
五
月
二
十
三
日
旭
呼
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
当
所
で
調
査
し
た
と
こ
ろ

で
は
、
か
な
り
被
害
が
進
ん
で
い
る
状

況
で
あ
り
、
市
内
に
流
行
す
る
こ
と
も
 

考
え
ら
れ
ま
す
。
 
“し
ろ
あ
り
）
の
見

分
け
方
と
防
除
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す

の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
 

“し
ろ
あ
り
”
被
害
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
当
事
務
所
建
築
指
導
課
 

へ
。
 

（
五
所川
原
土
木
事
務
所
）
 

《
 
第
」

一
 

、
 

●
‘
 
十
二

回
 

.
i

・
■
 
国
民
体
 

.
！
 
育

大
会

く
 
の
有

料

入
場
券

を
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

次
の
事
項
に
留
意
し
て
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

入
場
券
の
種
類
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

⑨
夏
季
大
会
開
会
式
 

三
百
円
券
 

＠
秋
季
大
会
開
会
式
 

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
 

千
円
券
 

芝
生
ス
タ
ン
ド
 

五
百
円
券
 

フ
ィ
ー
ル
ド
 三

百
円
券
 

0
秋
季
大
会
閉
会
式
 

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
 

五
百
円
券
 

芝
生
ス
タ
ン
ド
 
二
百
円
券

⑨
模
擬
国
体
（
総
合
開
会
式
の

リ
ハ
ー
サ
ル
選
手
団
の
入
場
 

は
な
い
）
 

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
 

芝
生
ス
タ
ン
ド
 

百
円
券
 

で
す
。
市
内
に
居
住
す
る
方
で

入
場
券
を
希
望
す
る
と
き
は
、
 

往
復
は
が
き
（
当
選
等
の
通
知

の
た
め
）
で
、
次
の
要
領
で
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
 一
人
二
種
類
、
 一
枚
に

限
る
。
 

入
場
券
の
申
込
期
間
 

＠
夏
季
大
会
開
会
式
入
場

券
七
月
一
日
か
ら
七
月

十
日
ま
で
 

（当
日
消
印
有
効
）
 

＠
秋
季
大
会
開
会
式
、
閉

会
式
と
摸
擬
国
体
入
場
 

券
 

七
月
十
五
日
か
ら
七
月

二
十
五
日
ま
で
 

（当
日
消
印
有
効
）
 

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
希
望
す

る
入
場
券
の
種
類
を
は
っ

き
り
書
い
て
、
五
所
川
原

市
岩
木
町
十
二
、
第
三
十

二
回
国
民
体
育
大
会
五
所

川
原
市
実
行
委
員
会
事
務
局
宛

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
各
種
の
入
場
券
の
発

売
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
 

き
は
、
抽
選
等
適
正
な
方
法
で
 

国体、入場券を発売 
開（閉）会式にもどうぞ 

百
円
券
 
申
込
数
が
発
売
数
を
超
え
た
と
 

入
場
券
の
販
売
は
、
前
売
り
 
当
選
者
を
決
め
ま
す
。
 

昭和52年（1977年）7月1日（403号） ② 広報ごしょがわら （第 3 種郵便物認可〕 

しろありミの被害出る 
木造建築物の大敵 

、
、
 

羽 あ り の見分け方 

●月引ヒ成虫の飛来時期は、 4月頃から初夏にかけてです。 

●羽ありのしろありと、普通ありの見分け方。 

！
三
三
！
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
三
三
三
三
ニ
 

「
二
」
」

二
 
三
！
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
三
三
三
三
三
三
三
三
主
三
三

三
三

三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
三
三
三
三
三
 

、
 

参
議
院

議
員
通
常

選
挙
 

投
票
日
は
七
月
十
日
で
す
 

有麹成虫の

体長は、4.5mm 

-9.5 mmで体

色は黒く、普

通のありと違

う点は、前後

超は同形同大 

羽ありの見分け方しろありか普通のありか 

区別 し ろ あ り あ

一一二
S

朴
く
読

H
  

り
、
)
 

れ
 >

響

細
 

瞬
縄
「
。1O
)

<\
 

 

後
 
拘
部
る
 

羽 

(
 
．
 
、
 4も

一
 
．
 
、
4
'
 
 

《
 
」
 
】

，
‘
  

《
 
．
 
、
 
レ
」
」
亡
 
 

《
．
、
 
牧
寺

」
 
 

胴休 
く二】工lIニ） 

ズンドウ 

胴部はくびれず、触角は数珠状です。 

●発生し易い場所は、風呂場、台所、」朗‘の土台、モル

タル下地板等の多湿高温の場所となっています。 

●発見したときの処理方法は、有麹しろありの巣を露出

させ、予め用意した殺虫剤（市販品）を散布し、被害

材を焼却すること。しかし、素人では完全駆除するこ

とが困難とされているので、専門店に依頼して欠旦里す

る必要があると思われます。 

●予防の方法としては、建物を建てる際、土台から上に

約lm位を、キンラモン、クレオソート等の防虫剤を

塗布すると効果があります。 

選
挙
は
、
あ
な
た
が
政
混
に

参
加
す
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
 

す
o
 

、
 

よ
り
よ
い
明
日
の
た
め
に
よ

く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。‘

 

〇
投
票
所
入
場
券
は
配
布
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
 

に
投
票
所
へ
お
出
で
下
さ
い
o
 

〇
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
 

〇
年
齢
要
件
は
、
昭
和
三
十
一
一

年
七
月
十

一
日
以
前
に
生
れ

た
方
で
す
。
 

〇
住
所
要
件
は
、
昭
和
五
十
一
一
 

！
一
一
一
！
 

年
三
月
十
五
日
ま
で
に
五
所

川
原
市
の
住
民
基
本
台
帳
へ

登
録
の
届
出
を
し
、
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
方
で
す
。
 

〇
昭
和
五
十
二
年
六
月
一
日
以

後
市
内
で
の
転
居
届
を
出
し

た
方
は
、
前
住
所
の
投
票
所

で
す
。
 

白
バ
ラ
は
 

汚
さ
な
い

で
 

自
衛
官
一
般
ニ
士
 

（男
）
募
集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
ー
二
十
四

歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
付
中
 

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
窓
口
サ
 

ー
ビ
ス
課
、
ま
た
は
自
衛
隊
五

所
川
原
募
集
事
務
所
（
電
話
⑤

二
三
〇
五
番
）
に
お
間
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

rろ 



昭和52年（1977年）7 月I日（403号） 広報ごしょがわら ③ （第 3 種郵便物認ロI) 

新
鮮
な

野
菜
を
ど
う
ぞ
 

恒
例
の
“
朝
市
）
店
開
き
 写真は昨年のこ朝市こです 

積立分譲住宅の積立者を募集 
青森県住宅供給公社 

戸
 
戸
 
戸
 

0
 
0
 
0
 

1
 
n
乙
 

nノ
〕
 

レ住宅の概要 

土地 一戸当たり平均 290d （約87坪） 

建物 	ク 	75n （約22坪） 

’霧一ぐさ 53年供給 54年供給 55年供給 

譲渡予定価額（平均） 966万円 1,007万円 1,051万円 

住宅金融公庫融
資予定額 （平均） 

444万円 480万円 510万円 

積立目標額 （平均） 522万円 
（利息年 4%) 

522万円 
（利息年 4.25%) 

535万円 
（利息年 4.50%) 

レ所 在 地 広田団地（五所川原市みどり町内） 

レ募集戸数 50戸 

内 訳 10戸 1年積立 昭和53年度建設、引渡し 

20戸 2 年積立 ,, 54年度建設、引渡し 

20戸 3 年積立 ,, 55年度建設、引渡し 

レ申 込 受 付 	7 月 4 日（月）~7 月11日（月） 

レ受 付場所 市都市計画課 

※ 詳細については下記にお問い合せ下さい。 

青森県住宅供給公社 でんわ (0177) 23~ 1625 

市都市計画課 	でんわ（01733) 5~2111 

●

，
 

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
以

外
の
場
所
に
お

い
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
規
制
が
か
か
っ
て
い
る
 

し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し

い
こ
と
は
、
市

町
村
の
担
当
課
、
土
木
事
務
所

建
築
指
導
課
、
県
建
築
住
宅
課

へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

こ
と
が
多

い
の
で
、
 
 
建
物
を
建

て
よ
う
と
す
る
方
、
  土
地
を
求

め
よ
・
フと

す
る
方
は

事
前
に
調

査
確
認
を
 

市
街
化
調
整
区

域
に
ご

注
意
 

市
外
に
宅
地
を
求
め
よ
う
と
す
る
方
 

無
秩
序
な
宅
地
化
の
防
止
、
 

良
好
な
市
街
地
の
形
成
の
た
め

場
所
に
よ
っ
て
建
物
を
建
て
る

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
土
地
 

（
区
域
）
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
区

域
を
市
街

化
調
整
区

域
と
い
っ
 

て
、
原
則
と
し
て
市
街
化

（
宅

地
化
）
す
る
こ
と
が
抑
え
ら
れ

る
区
域
で
あ
り
、
農
林
漁
業
に

供
さ
れ
る
建
物
、
公
共
建
物
な

ど
、
市
街
化
調
整
区
域
に
必
要

な
建
物
以
外
は
、
建
築
す
る
こ
 
 

と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
街
化
調
整
区
域
は
 

青
森
市
、
弘
前
市
、
藤
崎
町
、
 

大
鰐
町
、
尾
上
町
、
平
賀
町
、

・
 

田
舎
舘
村
、
岩
木
、
 
八
戸
市
、
 

百
石
町
、
下
田
町
の
市
町
想

指
定
さ
れ
て
お

り
、
せ
っ
か
く

土
地
を
求
め
て
も
糾
望
ど
お
り

の
建
物
が

建
て
ら
れ

な

い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
十
分
ご
注

意
下
さ
い
。
 

新
鮮
で
安
い
野
菜
、
果
物
を

皆
さ
ん
の
食
卓
に
供
給
し
よ
う

と
い
う
、
恒
例
の
ク
朝
市
）
が

今
年
も
七
月
一
日
か
ら
市
庁
舎

前
の
お
ま
つ
り
広
場
で
店
開
き

し
ま
す
。
 

“朝
市
〈
は
、
毎
朝
四
時
か

ら
七
時
ま
で
開
設
さ
れ
ま
す
が

今
年
は
三
十
数

人
の
生
産
者
、
 

小
売
業
者
が
露
店
を
並
べ
、
朝

食
前
の
主
婦
や
サ
ラ
リ
ー
マ
、
／

の
買
物
客
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
で

し
ょ
・っ
。
 

な
お
、
朝
市
は
、
寸
一
月
11一

ト
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。
 

  

く1誘恕《腿宙凹 

  

 

“暖
か
い
布
団
で
休
ん
で
下

さ
い
）
 

市
で
は
、
独
り
暮
し
で
寝
た

き
り
の
お
と
し
よ
り
に
暖
か

い

布
団
で
休
ん
で
も
ら
お
う
と
、
 

こ
の
ほ
ど
二
日
が
か
り
で
布
団

の
丸
洗
い
、
乾
燥
奉
仕
を
し
ま

し
た
。
 

こ
の
奉
仕
は
、
乾
燥
の
希
望

が
あ
っ
た
十
四
世
帯
の
お
と
し

よ
り
を
対
象
に
行
な
っ
た
も
の

で
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
ふ
と

ん
業
者
が
巡
回
し
な
が
ら
丸
洗

い
か
ら
消
毒
、
乾
燥
を
し
て
あ

げ
た
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
秋
に
再
び
在
宅
寝

た
き
り
や
独
り
暮
し
の
お
と
し

よ
り
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
方
は
、
市
福
祉

事
務
所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

 

  

  

     



ツ反、BCG接種 

お子さんの健康を守るため、ぜひ接種を受けましよう。 

レ対象は、生後6カ月から満 4 歳まで。ただし、いまま

でにBCGを接種した乳幼児は除きます。 

レ料金は無料です。 

地区名 ッべルクリン BCG 受付時間 場 所 

五
与
J
 

小
区
  

7月18日 7月20日 
13 : 00 
-14 : 00 

市中央
公民館 

長 橋

栄 
三 好 

7月20日 7月22日 
13 : 00 
-14: 00 ク

  

和
川
沢
詰

七
中
梅
飯
  

7月25日 7月27日 
13 : 30 
-14: 30 

ク
  

島
門

団
沙
島
 

松
毘

松
地
  

7月26日 7月28日 
13 】 30 
-14: 30 

ク
  

南学
 
小
区
 

 

、
8
  

口
H
 

1
 

口
口
  

8月 3日 
13 : 00 
-14 : 00 

ク 

④ （第 3 種郵便物認可） 広報ごしょがわら 昭和52年（1977年）7月1日（403号） 

ゆっくりでも走ろう 、
 

ク
お
は
よ
う
マ

ラ

ソ
、
／
ス
タ
ー
ト

平
和
町
 
体
力
づ
く
り
に
秋
ま
で
 

趣
旨
 
外
国
青
年
と
の
親
善
、
 

経
噴
 
本
人
負
担
一
六
〇
、〇
〇
 

1
お

申
込

み
は

J
 

騒
の
”
騒難
鍵
」
 
気
馴
鯛

報
静
 

F
七
片＋
日
ま
で
」
 

る
と
と
も
に
、
次
代
の
郷
土
 
体
、

地
域
に
お

い
て
社
会
活
 
募

集
人
員
 

一
人
 

を
担
う
青
年
の
 
申

込
期
限
 

育
成
を図
る
も
 
県
青

年
海

外

派
遣

団

員
を

募

集
 
七

月
十
日
 

の
で
す
。
 

申
 
と
問
合
せ

訪
間
国
 
ソ
連
、
デ
ン
マ
ー
ク
 
動
を

し
て
お
り
、
将
来
と
も
 
市

教
委
 
社
会
教
育
課
 

ス
イ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
 
社
会

へ
貢
献
で
き
る
二
十
歳
 

T
⑤
二
一

一
一
 
内
線
二
五
〇

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
六
カ
国
 
以
上

三
十
歳
未
満
で
健
康
な
 

期
間
 
十
月
十
ニ
日
か

ら
十
月
 

男
女
。
た
だ
し
、
在
学
者
、
 

二
十
九
日
ま
で
 

海
外
渡
航
経
験
者
を
除
く
。
 

町
民
の
体
力
づ
く
り
を
し
よ

う
、
と
平
和
町
町
内
会

（野
呂

甚
助
会
長
）
が
四
十
八
年
か
ら

行
な
っ
て
い
る
“
お
は
よ
う

マ

ラ
ソ
ン
〉
が
、
こ
と
し
も
さ
る

六
月
十
日
時
の
記
念
日
に
ス
タ
 

ー
ト
し
ま
し
た
。
 

“お
は
よ
う

マ
ラ
ソ
ン
《
は

十
月
十
日
の
体
育
の
日
ま
で
、
 

雨
の
日
を
除
い
て
毎
朝
ー
キ
ロ
づ

つ
を
走
る
も
の
で
、
四
十
八
年

か
ら
こ
れ
ま
で
四
百
三
十

ー
キロ

を
走
り
抜
き
、
の
べ
二
万
五
千

九
百
三
十
五
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
 

こ
の
四
年
間
に
、
五
所
川
原

駅
か
ら
奥
羽
線
置
賜
駅
（山
形
）
 

ま
で
走
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

初
日
の
こ
の
日
は
、
朝
食
前

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦
、
孫

の
手
を
引
い
た
お
年
寄
り
な
ど

百
二
十
人
が
参
加
し
、
南
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
元
気
に
走
っ
て
い
 

‘
ま
し
た
。
 

農業短期大学＊ *** 

*** ＊夏 期 講 座 

レと き 7月18日・20日・22日の 3日間

ンところ 市広域新農業センター（毘沙門） 

講座の内容と日程は次のとおりです。 

9 : OO-12 】 00 13: 0O-16 : 00 

7月18日 

（月） 

稲の生育診断をしでみ 
ましよう 
県農業試験場 

栽培部長 
小 野 清 治 

稲のイモチ病と紋枯病 
対策 
県農業試験場 
環境部長 

千 葉 末 作 

7月20日 

（水） 

着色のよいりんごづく 
り 
県りんご試験場 

栽培科長 
三 上 敏 弘 

りんごのふらん病対策 
県りんご試験場 

病理科長 
田 中 弥 平 

7月22日 

（金） 

洗剤の正しい使い方 
五所川原地区農業改良
普及所 
主 	任 

楠 美 タ ヒ 

秋やさいのっくり方
県畑作園芸試験場

やさい、花き科長 
工 藤 洋 一 

なお、昼食は各自持参して下さい。 

テキストは準備しております（無料） 



第
十
五
回
県
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ッ
大
会
は
、
こ
の
ほ
ど

県
総
合
運
動
場
で
行
な
わ
れ

市
内
か
ら

一
位
四
人
、
二
位
六

人
、
三
位
六
人

の
あ
わ
せ
て
十
六
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
 

叫
1
5県
身
障
者

ス
ポ

ー

ツ
大
会
 

関係者と入賞された皆さん 

⑤ （第 3種郵便物認可） 広報ごしょがわら 昭和52年（1977年）7月1日（403号） 

不
自
由
な

身
体
を

克
服
 

当
市
か
ら

十
六
人
入

賞
 

身体障害者スボーツ大会入賞者 社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が

全
国
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

二
十
七
回
目
を
迎
え
た
今
年

の
重
点
目
標
は
、
“地
域
社
会

に

お
け
る
青
少
年
非
行

の
防
止
《
 

の
推
進
で
す
。
 

五
所
川
原
地
区
保
護
司
会
、
 

更
生
保
護
婦
人
会
、

B
B
S
 

会
な
ど
関
係
団
体
の
共
催
に
よ

り
「
非
行
防
止
座
談
会
」
が
開

か
れ
ま
す
の
で
、
多
数
ご
出
席

下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
七
月
十

一
日
（月
）
 

午
後
一
時
か

ら
 

1
 
世
古
文
書
の
J
 

一
 
読
講
習
会

L
 

古

い
文
書
類
は
、
難
解
で

一
 

市
で
は
、
五
十

二
年
度
の
長
寿
老

人
夫
婦
顕
彰
式
を

七
月
十
二
日
（
火
）
 

午
前
十
時
か

ら
市

民
文
化
会
館
ホ
ー
 

ル
で
行
な
い
ま
す
。
 

顕
彰
の
対
象
に

な
る
の
は
、
結
婚
 

届
出
後
五
十
年
以
上
で
、

い
ず

れ
か
が
明
治
四
十
年
（
七
〇
歳
 

）
生
ま
れ
以
上
の
夫
婦

で
あ
る

こ
と
。
以
前
に
顕
彰
さ
れ
た
方
 
 

般
的
に
は
理
解
し
が
た
い
も
の

で
す
が
、
こ
の
壁
を
破
り
祖
先

の
残
し
た
遺
産
を
う
け

つ
ぎ
後

世
に
正
し
く
伝
え
る
た

め
の
足
 

（敬称略） 

は
除
き
ま
す
。
な
お
、
対
象
夫

婦
は
百
四
十
組
ほ
ど

で
す
。
 

■

税
務
署
だ
よ
り
■
 

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活

の

な
か
で
い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作

っ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
文
書

の
な
か
に
は

領
収
書
や
借
用
証
書
、
不
動
産

売
買
契
約
書
な
ど
の
よ
う
に
印

紙
税
の
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
 

印
紙
税
は
、
 
ー

rv可
ィ1
'
 

今
年
の
税
制
改
正
に
よ
っ

て
、
 

五
月
一
日
以
後
は
、

最
低
税
額

が
五
十
円
か
ら
百
円
に
引
上
げ

ら
れ
る
な
ど
税
額
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

印
紙
税
の
か
か
ら
な
い
文
書
 
 

が
か
り
と
し
ま
す
o
 

▽
と
き
 
七
月
十
七
日
（
日
 

）
午
前
九
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

▽
定
員
 
五
十
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）
 

▽
受
講
料
 
無
料
で
す
。
た

だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
五
百
円
が

必
要
で
す
。
 
（
申
し
込
み
と
同

時
に
納
入
の
こ
と
）
 

▽
申
込
み
場
所
 
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
電
話
⑤
2
 

ー
ー
ー
番
、
内
線
2
ち
0
番
）
 

な
お
、
講
師
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

貝
森
格
正
氏
（
青
森
県
文
化

財
保
護
協
会
常
任
理
事
）
 

秋
元
省
三
氏
（
五
所
川
原
市

文
化
財
審
議
委
員
会
議
長
）
 

泉
無
味
氏
（
H
本
書
作
家
協

会
書
道
教
師
）
 

を
、

印
紙
税

の
か
か

る
文
書

と
勘
違
い
し
て
収
入
印
紙
を
は

っ
た
り
、
定
め
ら
れ
た
金
額
以

上
の
収
入
印
紙
を
は
っ
た
と
き

は
そ
の
文
書
を
所
轄
税
務

署
に

提
示
し
て
還
付
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
反
 

対
に
、
印
紙
税

の
か
か
る
文
書
 

に
、
収
入
印
紙
を
は
ら
な
か
っ

た
と
き
ゃ
収
入
印
紙
を
は
っ

た

が
消
印
を
し
な
か
っ
た
と
き
は

最
低
五
百
円
の
過
怠
税
が

か
か

り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

て

く
だ
さ
い
。
 

「
非
行
防

止
座
談
会

」
 

明
る
く
住

み
よ
い

社
会
を
 

七
月
一
日
か
ら

ー
カ
月
間
「
 

▽
と
こ
ろ
 
田
川
集
会
所
 

「長寿夫婦を顕彰 
一対象は140組です 

氏 	名 種 目 順位 記 録 

平山新三郎 lOOm 3 位 15秒4 

鶴谷芳雄 卓 球 2 位 

川村節美 砲丸投 3 位 7 m 45 

村田正光 砲丸投 3 位 7 m 89 

新谷金蔵 砲丸投 3 位 6 m 88 

和田久男 砲丸投 2 位 7 m 93 

鶴谷武光 
ソ フ 	ト 
ボール投 2 位 30n1 78 

田中俊雄 lOOm 1位 16秒 5 

毛内光義 lOOm 2 位 15秒0 

石谷武男 lOOm 1位 16秒5 

宮崎浩一 三段跳 2 位 8 m 39 

葛西義美 lOOm 1位 17秒7 

一戸晴輝 走巾跳 3 位 3 m 97 

竹谷市男 
ソ フ 	ト 
ボール投 1位 36m 84 

成田治夫 砲丸投 2 位 8 m 24 

高橋兼男 槍 投 3 位 
8 m 10 
40点 

戸

玉
ー
、
印
紙
税

の
あ
ら

ま
し
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ー
小
学
生
の
習

字
・
絵
画
 

の
作
品
を
募
集
し
ま
す

l
 

お
わ
び
と
訂
正
 

市
広
報
六
月
十
五
日
号
、
三

頁
、
 
「市
財
政
の
あ
ら
ま
し
」
 

の
記
事
の
な
か
で
、
五
十
一
年

度
一
般
会
計
現
債
額
の
円
グ
ラ

フ
中
、
教
育
債
一
億
七
、

七
九

一
万
円
と
あ
る

の
は
、
総
務
債

の
誤
り
で
し
た
の
で
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
 

おばあちゃんのように正しく 

県
と
県
国
民
年
金

協
会
で
は

今
年
も
国
民
年
金

展
の
開
催
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
 

こ
れ
に
先
だ
ち
、
小
学
生
の
習

字
と
絵
画
の
作
品
を
募
集
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
国
民
年
金
展
は
今
年
で

十
三
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
毎

回
、
た
く
さ
ん
の
応
募
が

あ
り

小
学
生
の
書
画
教
育
の
向
上
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
 

優
秀
な
作
品
に
は
賞
状
や
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
の
で
、
各

学
校
を
通
じ
て
ど
し
ど
し
ご
応

募
く
だ
さ

い
。
 

ー
暑
中
見
舞
は
が
き
J
 

一
日
か
ら
発
売
L
 

思
い
が
け
な
い
知
人
や
友
達

か
ら
、
四
季
お
り
お
り
の
た
よ

り
を
受
け
取
る
こ
と
は
、
大
変

う
れ
し
い
も
の
で
す
。
 

今
年
の
夏
も
、
涼
し
い
話
題

や
近
況
を

一
筆
つ
け
加
え
た
暑

中
見
舞
を
差
し
出
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。
 

こ
と
し
も
郵
便
局
で
は
、
七

月
一
日
か
ら
、
暑
中
見
舞
は
が

き
を
発
売
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

図
案
は
 
「せ
き
れ
い
」
 
と
 
「
 

み
ず
ひ
き
」
 
の
二
種
です
。
 

応
募
の
し
め
切
り
は
九
月
三

十
日
で
す
が
、
募
集
内
容
な
ど

の
く
わ
し
い

こ
と
は
、
市
国
民

年
金
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

弓
道
で

心
身
の
 

健
 
康
 
を
 

市
教
育
委
員
会
主
催
、
五
所

川
原
弓
道
会
主
管
の
第
十
三
回
 

「市
民
弓
道
教
室
」
は
、
毎
週

火

・
土
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら

三
道
会
館
弓
道
場
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
二
年
の
お
年
玉

つ

き
年
賀
は
が
き
の
お
年
玉
賞
品

を
お
渡
し
す
る
の
は
、
七
月
十

九
日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
当
選
し
た
は
が
き
を
お
 

、
 

参
加
希
望
者
は
、
五
所
川
原

弓
道
会

（電
話
⑤
一
〇
八

三
）
 

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
当
日

会
場
で
も
受
付
し
ま
す
。
 

受
講
料
は
、
不
要
で
す
。
ス

マ
ー
ト
に
な
り
た
い
方
、

健
康

で
い
た
い
方
は
、
誘
い
合
っ

て

ご
参
加
下
さ
い
。
 

ー
犬
の
放
し
飼
い
は
J
 

や
め
て
下
さ
い
L
 

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

犬
の
放
し
飼
い
は
、
法
律
で

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

保
健
所
で
は
、
麻
酔
銃
で
捕

獲
し
て
い
ま
す
の
で
、

飼
い
犬

は
放
し
飼
い
し
な
い
よ
う
ご
注

意
下
さ

い
。
 

持
ち
の
方
で
ま
だ
引
換
え
の
す

ん
で
い
な
い
方
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。
 

賞
品
と
当
選
番
号
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

“赤
信
号
や
黄
信
号
で
渡
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
）
 

昔
は
、
 
“天
下
の
大
道
〈
で

だ
れ
に
気
が
ね
も
な
く
、
好
き

な
よ
う
に
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。
 

だ
が
、

い
ま
は
、
人
も
歩
け

ば
車
も
走
る
“
公
道
〉
で
す
。
 

正
し

い
歩
き
方
、
自
転
車
の

乗
り
方
は
、
前
号
で
述
べ
ま
し

た
が
、
お
と
し
よ
り
の
交
通
事

故
も
自
宅
付
近
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
自
転
車
は
、
体
力
に
自

信
の
あ
る
お

と
し
よ
り
に
は
、
 

手
軽
な
乗
り
も
の
と
し

て
、
生

活
の
な
か
に
密
着
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
車
の
間
を

危
っ
か
し
げ
に
走
っ
て
い
る
の

を
み
か
け
ま
す
が
、
お
と
し
よ

り
の
自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事

故
は
、
ほ
か
の
年
齢
層
を
ぐ
ん

と
ひ
き
離
し
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
、
六
十
五
歳
以
上

の
 

ー横断歩道に 

  

  

  

足形標示― 

  

市
交
通
防
災
対

策
室
で
は
、
こ
の

ほ
ど
二
日
が
か
り

で
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
八
十
四

カ
所
に
歩
行
者
向

け
の
い
っ
た
ん
停

止
標
示
と
足
形

廿

写
真
ー
の
焼
き
付

け
を
し
ま
し
た
。
 

高
齢
者
の
事
故
は
、
 

幼
稚
園
児
か
ら
低
学
 

年
児
童

の
四
倍
に
な
 

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

自
分
の

体
力
や
体
の
調
子
を

よ
く
知
っ

て
自
転
車
に
乗
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
 

外
出
の
際
、
家
族
か
ら
交
通

安
全
の
注
意
を
受
け
ま
す
か
、
 

と
い
う
質
間
に
、

六
〇
％
の
お

と
し
よ
り
が
注
意
さ
れ
な
い
、
 

と
い
・フ
ア
ン
ケ
ー
ト
も
あ
り
ま

す
。
 

母
親
が
子
ど
も
に
は
注
意
を
 
 し

て
も
、
お
を
し
よ
り
に
は
注

意
を
し
な
い
の
か
、
そ
Q
へ
ん

は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
家

族
と
し
て
反
省
を
要
す
る
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

お
と
し
よ
り
は
、
か
わ
い
い

お
孫
さ
ん
e
言
う
こ
と
は
素
直

に
聞
き
入
れ
る
も
の
で
す
。
お

孫
さ
ん
を
と
お
し
て
の
交
通
安

全
の
指
導
も
ひ

と
つ
の
工
夫
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

歩
く
こ
と
に
は
、
若
い
人
よ

り
も
馴
れ
、
ど
ん
な
歩
き
方
や

渡
り
方
が
安
全
か
、
よ
く
知
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
 ハ
ダ

シ
の
王
者
と
い
わ
れ
た
あ
の
マ

ラ
ソ
ン
の
ア
べ
べ
で
も
、
交
通

事
故
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
も
と

で
亡
く
な
っ
た
よ
う
に
、
ど
ん

な
に
歩
行
の
記
録
保
持
者
で
あ

っ
て
も
油
断
は
で
き
な
い
の
で

す
。
今
日
の
交
通
戦
争
で
は
、
 

よ
ほ
ど
注
意
し
な

い
と
、
事
故

に
あ
い
ま
す
。
 

（
市交
通
防
災
対
策
室
）
 

年賀はがき お年玉当せん番号 

ー
お

年

玉
賞
品
の
 

引
換
え

は

1
9日
ま
で

ー
 

等 賞 品 組 番 	号 
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